
Ph陽性急性リンパ性白血病(Ph+ALL)

1 2 3 4 5 6 7
グラニセトロン点滴静注 3mg/100mL 中心静脈 1時間 ↓
グラニセトロン点滴静注 1mg/50mL 中心静脈 1時間 ↓ ↓
ダウノマイシン静注用
生理食塩液

60mg/㎡
100mL

中心静脈 1時間 ↓ ↓ ↓

注射用エンドキサン
生理食塩液

1200mg/㎡
500mL

中心静脈 3時間 ↓

オンコビン注射用
生理食塩液

1.3mg/㎡
20mL

中心静脈 ﾜﾝｼｮｯﾄ ↓

ソルデム３Ａ輸液
メイロン７％

500mL
10mL

中心静脈 ﾒｲﾝ ×6 ×6 ×6 ×2

ソルデム３Ａ輸液 500mL 中心静脈 ﾒｲﾝ ×3 ×4 ×3 ×3
プレドニン錠 60mg/㎡ 内服 朝食後

1 ･ 8 ･ 15 ･ 22 ･ 35
生理食塩液 100mL 中心静脈 ﾒｲﾝ ↓ ↓ ↓
オンコビン注射用
生理食塩液

1.3mg/㎡
20mL

中心静脈 ﾜﾝｼｮｯﾄ ↓ ↓ ↓

キロサイド注
メソトレキセート〔注射用〕
デキサート注射液
生理食塩液

40mg
15mg
3.3mg
2mL

脳脊髄腔
注射

↓

プレドニン錠 60mg/㎡ 内服 朝食後
イマチニブ錠 600mg 内服

更新日 2020/3/17
7日間

備考：

投与方法 投与時間
投与日

1クールレジメン名 Ph+ALL208寛解導入１(15～59歳 D1～7)
薬品名 投与量

day1～7

day8以降は寛解導入２に移行

レジメン名 Ph+ALL208寛解導入２(15～59歳 D8～42) 更新日 2020/3/17
1クール 35日間

備考：プレドニン錠はday14まで内服後、1週間で漸減中止。day32～35はダイフェン錠の内服をしない。

薬品名 投与量 投与方法 投与時間
投与日

day1～14
day1～35



Ph陽性急性リンパ性白血病(Ph+ALL)

1 2 3 4 ・ ・ 22 ・ 28
ソルデム３Ａ輸液
メイロン７％

500mL
40mL

中心静脈 ﾒｲﾝ ×1

ソルデム３Ａ輸液
メイロン７％

500mL
20mL

中心静脈 ﾒｲﾝ ×3 ×4 ×4 ×3

ソルデム３Ａ輸液 500mL 中心静脈 ﾒｲﾝ ↓
アロキシ点滴静注 0.75mg 中心静脈 指示通り ↓
ソル・メドロール静注用
生理食塩液

50mg
20mL

中心静脈 ﾜﾝｼｮｯﾄ ×2 ×2 ×2

メソトレキセート
生理食塩液

100mg/㎡
250mL

中心静脈 1時間 ↓

メソトレキセート
生理食塩液

900mg/㎡
500mL

中心静脈 23時間 ↓

シタラビン点滴静注液
生理食塩液

2000mg/㎡
500mL

中心静脈 3時間 ↓ ↓

シタラビン点滴静注液
生理食塩液

2000mg/㎡
500mL

中心静脈 3時間 ↓ ↓

キロサイド注
メソトレキセート〔注射用〕
デキサート注射液
生理食塩液

40mg
15mg
3.3mg
2mL

脳脊髄腔 注射 ↓

ロイコボリン注 15mg 中心静脈 ﾜﾝｼｮｯﾄ ×1 ×4 ×3

生食点眼液
フルメトロン点眼液0.02%

両眼 1回2滴 点眼 1日4回

イマチニブ錠 600mg 内服

備考：

28日間

薬品名 投与量 投与方法 投与時間
投与日

day4～21

day2開始

レジメン名 Ph+ALL208地固め（1, 3, 5, 7)(15-59歳） 更新日 2020/4/1
1クール



Ph陽性急性リンパ性白血病(Ph+ALL)

1 ･ ･ ･ 8 ･ 22 ･ 28
ソルデム３Ａ輸液 200mL 点滴末梢 ﾒｲﾝ ↓
プレドニン
グラニセトロン点滴静注液

60mg/㎡
3mg/100mL

点滴末梢 30分 ↓

ダウノマイシン静注用
生理食塩液

60mg/㎡
100mL

点滴末梢 1時間 ↓

オンコビン注射用
生理食塩液

1.3mg/㎡
20mL

点滴末梢 ﾜﾝｼｮｯﾄ ↓

注射用エンドキサン
生理食塩液

1200mg/㎡
500mL

点滴末梢 3時間 ↓

キロサイド注
メソトレキセート〔注射用〕
デキサート注射液
生理食塩液

40mg
15mg
3.3mg
2mL

脳脊髄腔
注射

↓

プレドニン錠 60mg/㎡ 内服 朝食後
イマチニブ錠 600mg 内服

day2～7
day2～21

薬品名 投与量 投与方法 投与時間
投与日

レジメン名 Ph+ALL208地固め（2, 4. 6. 8) 更新日 2020/4/1
1クール 28日間

備考：プレドニン錠はday2～7まで内服後、1週間で漸減中止。day25～28はダイフェン錠の内服をしない。


